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本技術の背景

熱可塑性プラスチックの耐衝撃性を改善する方法として、
ゴム成分を添加する手法が一般的によく用いられています。し
かし、この方法では耐衝撃性は向上しますが、強度、剛性、耐
熱性、耐候性などの物性は低下してしまいます。

本特許は、ある特定の条件下で、熱可塑性プラスチック（ポリ
プロピレン、ポリ塩化ビニルなど）と無機フィラーである炭酸カ
ルシウムを混練することにより、耐衝撃性が飛躍的に向上した
熱可塑性プラスチック複合材を製造する方法に関するもので
す。得られた複合材は、強度、剛性、耐熱性、耐候性も同時に
改善されるのが特徴です。
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・製造方法
・熱可塑性プラスチックに炭酸カルシウム粒子を

添加

・熱可塑性プラスチックが溶融する温度で混練

・問題点
・炭酸カルシウムが二次凝集した状態で分散して

おり、耐衝撃性の向上が図れない

特許内容（１）；従来の熱可塑性プラスチック複合材
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・特許発明の目的

・耐衝撃性を改善した熱可塑性プラスチック複合

材を提供する

・本特許発明の構成

特許内容（２）：本特許発明の目的と構成

熱可塑性プラスチック：１００重量部

炭酸カルシウム

・平均粒径：０．０１

～１．０μｍ

・高級脂肪酸で表

面処理

・１０～６０重量部

粘度：２×１０４Ｐａ・ｓ以上

（せん断応力４ＭＰａのとき）
混練機
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特許内容（３）：本特許発明の作用

熱可塑性プラスチックの耐衝撃性が向上

炭酸カルシウムの粒子が熱可塑性プラスチック内に均一に分散

二次凝集した炭酸カルシウムが粒子に分かれる

熱可塑性プラスチック（１００重量部）と炭酸カルシウム（平均粒径：０．０１
～１．０μｍ、脂肪酸で表面処理、１０～６０重量部）を粘度２×１０４Ｐａ・ｓで混練
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特許内容（４）：本特許発明の効果

１．耐衝撃性の優れた熱可塑性プラスチック複合材を実現
（従来の数倍から１０倍）

２．引張強さ、曲げ強さ、耐候性が低下しない

３．耐熱性が向上する

４．剛性が向上する
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図１ PVC系複合材のアイゾット衝撃強さに
及ぼす炭酸カルシウムの平均粒径の影響
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図２ PVC系複合材のアイゾット衝撃強さに
及ぼす炭酸カルシウムの添加量の影響

（混練法の比較）



実施例

本製品 従来品
本製品の物性

２．９２．７３．５曲げ弾性率(GPa)

６８５５６６曲げ強さ(MPa)

１．４５１．４３１．５１比重

８９８５９２ﾋﾞｶｯﾄ軟化点(℃)

１０＞５０＞５０伸び(％)

４２３５４２引張強さ(MPa)

４１００６４ｱｲｿﾞｯﾄ衝撃強さ
(kJ/m2)

４８１９０ｼｬﾙﾋﾟｰ衝撃強さ
(kJ/m2)

PVCPVC/MBSPVC/CaCO3物性



本技術の適用

熱可塑性プラスチックの内でも、ポリエチレン、ポリプ
ロピレン、ポリ塩化ビニル、ポリア ミ ド等に大きな効

果があります。

しかし、ポリスチレン、メタクリル樹脂、ポリ乳酸等に
はあまり効果がありません。



特許内容（５）：本特許発明の用途

プラスチック材料

ペレット、コンパウンド

プラスチック成形品

建材、住宅部材、コンテナ、緩衝材、等

耐衝撃性
を有する
熱可塑性
プラスチッ
ク複合材

デッキ材、窓枠、天井材などの異形押出品、
各種エッジ、面材、網戸部材など
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特許内容（６）：熱可塑性プラスチック複合材（試作品性能）
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愛産研

プラスチック材料メーカ プラスチック成形品メーカ

技術支援

共同研究

特許ライセンス供与
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ビジネスプラン：計画



ビジネスプラン：予想売り上げ計画

３００万円２００万円１００万円
４．技術支援

（ １００／社・年）

６億円４億円２億円３．特許実施料 （２％）

３００億円

（６社）

２００億円

（４社）

１００億円

（２社）

２．ライセンス供与品

売上げ（供与社数）

６００億円５５０億円５００億円１．市場規模

３年度２年度初年度
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１．既存の耐衝撃性プラスチックと比較した優位性の

明確化とＰＲ

２．特許ライセンス供与戦略の策定

３．熱可塑性プラスチック複合材の改良と特許出願

耐衝撃性の優れた熱可塑性プラスチック複合材の製造方法

ビジネスプラン：今後の課題


